
 

 

 

 

練馬区⽴美術館再整備基本構想 

リニューアルコンセプト  ・・   3P 
リニューアルの背景・・・・  13P 
まちづくり・・・・・・・・  16P 
活動・・・・・・・・・・・  19P 
運営・・・・・・・・・・・  21P 
施設計画・・・・・・・・・  22P 
検討経過・・・・・・・・・  29P 
右のマークは音声コードです。専用アプリ（Uni-Voice）で
読み取ると、基本構想の概要を音声で聴くことができます。 



 
 

 
  

 

区⻑ 私は練馬に 37 年間住んでいますが、それは単純に
練馬が大好きだからです。都心に近くてみどりが多くて
農地があって、大空がある。ただ区⺠として不満だった
のは、行政が内向きで洗練されていないところでした。
その理由のひとつは、鉄道や道路などの都市インフラの
整備が遅れていたこと。74 万の区⺠が住む大都市にふさ
わしい都市インフラがあってこそ、初めて文化の花が咲
くと思います。もう一つは文化そのもののインフラが物
足りないこと。東京の練馬ならではの都市文化を花開か
せたい。それが私の念願です。その大きな一歩が美術館
の再整備です。そのために是非実績があり、力がある方
に館⻑になってもらいたいと、秋元さんを探し当てた
（笑） 
館⻑ お声がけいただいて、やりがいがある、光栄なこ
とだと思ってお受けしました。この美術館も 36 年経っ
て、これまで地域型の美術館のお手本としてやってきた
ところもあると思います。その美術館を今の時代に合わ
せてリニューアルしていくというのはなかなかやりがい
のあることだなと思っています。 
 

区⻑ 洗練された都市文化というのは、ヨーロッパなど
を見ると、街の中心には必ず教会と美術館がある。やは
り「まちと一体となった美術館」というのがひとつポイ
ントになると思います。美術館の再整備をきっかけに、
是非実現したい。 
館⻑ ありがたいことに中村橋の駅からすぐのところに
ありますので、商店街もありますし、まちを歩いていた
ら自然と美術館の中に来てしまうような、そんなまちと
つながりのある美術館にしていけたらいいと思います。 
区⻑ 都心そのものではないが、本格的な郊外でもな
い。その中間にある都市として色々メリットがあると思
います。都市農業が残っていて、それを逆に利点とし
て、みどりと農のなかの美術館、なんていうのもいい。 
館⻑ そうですね。都心に行かなくても住んでいるとこ
ろでアートや音楽が体験できるというのは非常に楽しい
と思います。例えば仕事帰りにちょっと美術館でも寄っ
てゆっくりくつろいで。作品見て、食事して、お酒でも
飲んでから帰るとか。そんな使い方をしていただけると
いいなと思っています。 
 

区⻑ いいですね。居酒屋のような使い方とは違うのだ
ろうけど（笑）。敷居が低いというのは大事。そして敷
居は低いのだけれど、しっかりといいものが見られると
ころでないと。 
館⻑ エントランス辺りとかはリラックスしながら居て
もらえる空間があって、でも本格的な作品が置いてあっ
たりとか、ガラス越しに展示作品が見えたりして、実際
入っていくといいものがあるというのがいいですね。 
区⻑ 23 区でも図書館と一体となっている美術館という
のはないですから、これも非常に面白いですね。 
館⻑ 文化的な体験は、視覚的な芸術を通しても、文字
を通してもあるので、教養を深めていく場として個性的
な美術館・図書館になると思います。 
区⻑ 区⺠の方々も様々な文化的な活動をされていて、
美術館がその活動の舞台となって欲しい。東京のなかで
も北部の拠点にできるといいですね。 
館⻑ 活動を発表するだけでなく、他の方たちの活動も
見られる、文化的なコミュニケーションの場になってい
けるといいかなと思います。 
 

区⻑ 是非こういった本当の意味で区⺠に開かれた美術
館を作りたい。 
館⻑ そうですね。生活圏のなかで文化活動を展開する
住宅都市ならではの美術館にしていきたいと思います。 

 

秋元 雄史 練馬区⽴美術館⻑ 
地中美術館（香川県直島町）や金
沢 21 世紀美術館、東京藝術大学大
学美術館の館⻑を歴任。平成 30 年
度より練⾺区⽴美術館⻑に就任。 
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前川区長と秋元館長が語る 
「美術館再整備」 
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今日は、ロンドンから留学中の友人と、

重要文化財を鑑賞しに訪れた。日本の伝統

文化に触れて、満足そう。 

大規模な全国巡回展が開催できるほど、

展示スペースが広くなった。日本の近現代

のアートをテーマとする企画展は、区外か

ら訪れる人も多く、収蔵コレクションを活

用した常設展示も人気を集めている。映像

作品や現代アートなど多様な作品展示のほ

か、アート講座などの多彩なプログラムも

提供してくれる。次の企画展が楽しみだ。 

定年後、図書館に通う私の目当ては、美術館と連携したライブラ

リー。アート関連の書籍が充実し、芸術系大学の学生もよく利用してい

る。図書を館内のどこでも読めるので、カフェでコーヒーと一緒に楽し

むのが日課だ。 

対面朗読を利用する障害者も多く、絵本やアートに触れて楽しめる

キッズスペースは子ども達に人気だ。展覧会と連携したイベントやコン

サートにも気軽に参加でき、誰もが心地よく豊かな時を過ごしている。 

Renewal Concept 

「本物」のアートと出会い、そこで出会った者同士が新たな活動へと発展する。 
こうしたアートを軸とした新たなコミュニティが創られる、「練馬ならでは」の美術館を目指します。 

Episode1 Episode2 

Episode3 
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コンセプト２ 

本物のアートに出会える 
美術館 

コンセプト３ 

併設の図書館と融合する 
美術館 

コンセプト１ 

まちと一体となった 
美術館 

職場からの帰り道、中村橋の駅に電車が近づくと、目に飛び込んできたのは色とりどりのアー

ト。思わず途中下車すると、駅の周りにもアートがあふれ、ワクワクする気持ちを抑えきれな

い。商店街にアートが点在するこの街には、くらしの中に「非日常」が混ざり合っている。 

ユニークな建築の前に広がるみどり鮮やかな広場。開放的なエントランス空間では、あちらこ

ちらにある作品が見渡せる。ふと気が付くと、いつの間にか美術館の中。 

 

新生美術館 
リニューアルコンセプト 
 




